
図面番号 図　　　　　面　　　　　名　　　　　称 縮　　尺

表紙・図面リスト

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

NS

NS

NS

1:200

設計図

大里住宅外LED化改修工事

特記仕様書

案内図

配置図

照明器具姿図

大里住宅 1、 2号館内 LED化改修図

大里住宅外構及び共用部 LED化改修図

東下条住宅外構及び共用部 LED化改修図

東下条住宅 1、 2号館内 LED化改修図

城南団地集会所 LED化改修図

E-07

E-08

E-09

1:50、 NS

1:200

1:50、 NS

1:200



・プラグ収納形　　　

〃電 灯 コ ン セ ン ト

〃

高 圧 受 変 電 設 備

Ⅲ．設備機材等選定表（下記以外は監督員の承諾を得ること）

機　材　名 指　定　メ　ー　カ　ー

山梨県配電盤工業協同組合加盟製造者

制御盤・端子盤類

受変電・配電盤類

同　　　上

戸　上 エナジ 日本高圧

三　菱 東　芝 日　立

三　菱 指　月 ニチコン

東　芝パナソニック 岩　崎三　菱

パナソニック 東　芝 神　保 寺　田 アメリカン

土　井 フジプレ 日本資材関　根 杉　江 山一窯業

パナソニックＴＯＡ

明工社

ビクター

パナソニック 日　立 三　菱 東　芝アイホン ケアコム

ＮＥＣ パナソニック 岩　通 日　立 東　芝 ＮＴＴ

パナソニック Ｄ　Ｘ 東　芝 八　木 日本アンテナ マスプロ

能　美 パナソニック 東　芝 ホーチキ ニッタン 沖電気

ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

電線管、付属品類 ＪＩＳマーク表示品、又はＪＩＳマーク表示許可工場

照 明 器 具 類

配 線 器 具 類

放 送 機 器 類

イ ン タ ー ホ ン

電 話 機 器 類

テレビ共聴機器

火 災 報 知 機 器

電線ケーブル類

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　点 取付高さ［ｍｍ］

床上～中心

　　〃　　

２,１００

２,５００

鏡上端～中心 １５０

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

避難口誘導灯 床上～上端 １,５００　以上

床上～中心

〃

〃

１,１００

１,３００スイッチ　（一般）

　　〃　　（身体障害者用）

コンセント（一般） ３００

コンセント（作業室等） 〃 機器類等により決定とする

３００

３００

電話アウトレット

直列ユニット

１,３００アッテネータ（一般）

〃

〃

〃

インターホン 〃

上記を基準とするが、施工前に打合せを行い、決定すること。

２７取付高さ

機材の品質２８

・性能証明

　項　　　目

２９一般事項

図中特記なきシンボル等はＪＩＳ－Ｃ－０３０３－００に準拠。（細目は、平面図等による。）

５．凡　例

　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等

に要する費用は請負者の負担とする。

建設省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（最新版）建築設備編」による。

　１）引渡しを要するもの ・無し

・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　２）引渡しを要するもの以外

・別途工事とする。 ・本工事とする。

　３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

場外搬出とし、搬出及びその処理は

・有（ＰＣＢ使用機器：変圧器）成分検査により、下記判断とする。

ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

　４）再利用又は再資源化を図るもの ・無し

・無し

・現場説明書による。

・有（現場監督職員の指示による）

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・現場説明書による。 ・場外搬出処分とする。

　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路は、電線太さ、電線本数及び

管経等は監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、機械室等の床配線は図面上　ＰＦ管で記載している場合であっても、立上げ部

分等の露出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

　特記なき電線管は、合成樹脂可とう電線管（ＰＦ一重管）とし、ボックス及び附属

品等も樹脂製とする。露出配管はネジナシ電線管（ＥＰ）とする。

ただし雨線外の露出部分は、厚鋼電線管（ＺＧ）を使用すること。

　埋込形の盤類には、予備配管を設ける。［予備回路、×３までは（２２）相当を１

本、×４以上は（２２）相当を２本とし、予備スペ－ス１に対して（２８）相当を各

１本天井内まで立ち上げる］

予備（空）配管には、太さ１.２ｍｍ以上の被覆鉄線を挿入する。

下記の露出配管は塗装を行う。（プライマ－処理後、ＳＯＰ２回塗り指定色仕上）

・屋外（　　　　　　　　　　　　）・屋内（　　　　　　　　　　　　　）

施工に際して発生する建設副産物は、関係法令に従って適切に処理すること。

本設計図のうち、機器姿図等に記入の寸法・形状は参考とする。

盤類の鍵は、基本的に２００番とし、使い分けが必要な場合は５５０番と併用する。

遠方操作用押ボタンは、連用形とする。

・タンブラＪＩＳ連用大角形　　　・ネーム付（印刷文字）　　　・ワイド形

図面に特記なき場合は、コンセント　２Ｐ１５Ａ（接地極付）は、プラグ不要とする。

・アップ形　　　・上下動形

フラッシプレート　　・金属製　　　　・樹脂製

フロアプレート　　　・砲金製　　　　・アルミ合金製

・ＯＡ対応形（大口）・片口形　　　　・両口形

・本工事　　　　　　・別途

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　屋外灯を除く接地極埋設個所には接地極埋設標（金属製・国土交通省形）を取付け

ること。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による。

・鉄製　　 ・コンクリート製

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・電子媒体により納品すること。
・納品時には、正副１部ずつを納品すること。
・使用する媒体は、ＣＤ－Ｒとする。ただし、やむを得ない理由がある場合に限り、
　ＤＶＤ－Ｒの使用も可とする。
・電子媒体に対して必ずウイルスチェックを行うこと。
　（ウイルス対策ソフトは特に指定しないが、最新のウイルスも検出できるように
　　最新のデータに更新したものを利用すること。）
・電子媒体には以下の情報を明記すること。
　　Ａ，工事名称
　　Ｂ，工事場所
　　Ｃ，契約番号
　　Ｄ，発注者担当部署名称
　　Ｅ，請負者名称
　　Ｆ，作成年月
　　Ｇ，何枚目／総枚数
　　Ｈ，ウイルスチェックに関する情報
　　Ｉ，ＣＤ－Ｒフォーマット形式
　　Ｊ，電子媒体の内容の原本性を証明するために、直接署名又は捺印を行う。
　　　・電子納品される写真データは、ＰＤＦ形式、エクセル等で編集したもので、
　　　　従来の印刷物写真と同様な確認ができるものとする。
　　　・写真データは、工種種別、撮影項目毎に分類し、工事の進捗に合わせて
　　　　編集し、容易に確認できるファイル名・フォルダ名を付して整理すること。
　　　・工事写真の検査は、電子データで検査することを原則とするが、印刷物
　　　　または電子データと併用で検査することも可能とし、その範囲は受発注者
　　　　との協議による。詳細については、別紙参照。
　　　・検査に使用する機器の準備と操作は、受注者が行うことを原則とする。
　　　・やむを得ない理由により、電子納品できない場合は、受発注者との
　　　　協議により、従来の印刷物による納品も可とする。
　　　・ここに定めなきことは、受発注者との協議により決定する。

　電線ケーブル類は、環境対策型「エコマテリアル」（ＥＭ）製品を使用する。

但し、既製品のない種類の物は監督職員の承諾を得ること。

ＥＭ電線等で規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料に

より構成されているものとし、次の記号、仕様による。

記　号

ＥＭ－ＵＴＰ

ＥＭ－ＣＥＥＳ

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＩＳ　Ｘ　５１５０（ＵＴＰ）に準じ、シースにＪＣＳ規格
によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＩＳ　Ｘ　４２５８　Ｄ（制御用ケーブル（遮へい付））に準じ、絶縁材及び
シースにＪＣＳ規格によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＪＣＳ　２７１（ＭＶＶＳ）に準じ、シースにＪＣＳ規格による
ＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

　仕　　　　　　様

発生材の処理

工事写真

・水・その他

工事用電力

５

４

３

６ 残土処理

電線本数管路７

施工図等の取扱い

保安器用接地

ローテンション

アウトレット

接地極埋設標

地中線の埋設標

プレートの材質

コンセント

スイッチ

電磁開閉器用

盤類の鍵

寸法・形状

産廃物の適正処理

フロアコンセント

導入線

予備配管

使用電線管

金属製電線管の

塗装

工事写真の取扱い２５

２４

２３

２２

２１

２０

１９

１８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１０

１１

９

８

など

環境対策型製品

（線ケーブル類）

２６

　項　　　目

１．共通仕様

　　　工事仕様書を適用する。

Ⅱ．工事仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されてない事項は、全て下記による。

　１）国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編・最新年度版）」

　　　　　　　　　　　　　　　　及び「公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編・最新年度版）」

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの

　　　設計図書、工事契約書による。

２．工事範囲

３．提出書類

　　　工事契約書及び監督員の指示するもの。（○印の付いたものを適用する）

○工程表 ○施工計画書 ○設備機材等選定表

○工程写真　 ○完成写真　 ○試験成績書

○保証書類 ○取扱説明書　 ○届出書類の控え

○その他監督員の指示するもの

○機器材納品書

○機器類完成図

○機器類製作図 ○施工図面

○完成図面

４．特記仕様

（１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項において選択する内容の事項は、○印の付いたものを適用する。

（３）その他細部については、監督員の指示による。

グリーン購入法に該当する品目は、その判断基準よる仕様を満足すること。グリーン購入法

機　材　等

　項　　　目

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定

するもの又は、これらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合

は、監督員の承諾を受ける。

　　特　　　　記　　　　事　　　　項

　化学物質を発散する建築材料等はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

ベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

尚、ホルムアルデヒドを発散しないものとはＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆表示

建築材料を、ホルムアルデヒドの発散が極めて少ないものとはＪＩＳ及びＪＡＳの

Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品を云い、原則としてＦ☆☆☆☆表示建築材料を使用

するものとするが、該当する材料等がない場合は、Ｆ☆☆☆表示建築材料又は同等品

を使用するものとする。

２

１

３．工　事　種　目　（○印のついたものを適用する）

建物別及び屋外

工　事　種　目

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

備　　考

　設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機

関（社）公共建築協会他が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

ただし、ＪＩＳ（日本工業規格）に該当するものであることを示す表示のある機材を

使用する場合及びあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合には、資料の提出を省略す

但し、製作盤等は、評価名簿以外に山梨県特定盤メーカーとする。

・機材メーカーに拠る施工要領で禁止事項及び注意義務は施工者の責任施工とする。

・ケ－ブル配線等、防火区画貫通個所は、耐火処置を施すこと。

・屋外（多湿所）に使用するプルボックス、支持金物及びビス類はステンレス製とす

　ること。

・波付硬質ポリエチレン管（ＦＥＰ）は難燃性製品を使用すること。

・波付硬質ポリエチレン管より建物、盤及び露出立上がり箇所は、異種管接続材を使

　用し、厚鋼電線管等にて施工すること。（耐震処置例による）

・屋外より地下ピットへの配管飛込み部分は、つば付スリーブ、防水用止水材を使用

　し防水処置を行う。

・地中配管口には、湿気、泥水、小動物及び危険性ガス等が浸入せぬ様、管口止水材

　（パテ、シール等）を使用すること。

・建築構造上のエキスパンジョイント箇所は、配線上支障なき様処置すること。

・ハンドホ－ル、プルボックス内では、ケ－ブル本数及び、点検等を考慮しケ－ブル

　支持金物などを設ける。

・ハンドホ－ル、幹線用プルボックス及び、分電盤等要所の電線等には、プラスチッ

　ク製の名札を取付け、配線サイズ、系統種別、行先、施工年月日及び施工者名を刻

　印表示する。

・断熱施工する外壁面取付の位置ボックスには、結露防止材を使用すること。

・図面に特別指示なくも技術上、構造上、美観上当然必要とみとめられるものは、請

　負者負担において、良心的に行うものとする。

・引込み取付け点は、電力会社、ＮＴＴ等関係担当員と協議の上決定する。

受注者は、下請負者を用いる場合には、金額・工種の如何にかかわらず、末端の

下請負業者まで反映させた、「下請施工体系図」を作成し、遺漏・誤謬が無いよう

記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更

するものとし、遅滞なく監督員へ提出するものとする。

なお、提出は打合せ簿によるものとする。

ることができる。共通仕様書によるＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭ等の基準に該当するもの

はその適合品とし、それ以外は国土交通大臣官房官庁営繕部監修の、建築材料設備機

材等品質性能評価事業設備機材等評価名簿（最新版）による。

電気設備仕様書

２．建物概要

１．工事場所

工事名

Ⅰ．工事概要

ハ ン ド ホ ー ル

高圧コンデンサ類

高圧気中開閉器

変 　 圧 　 器

日　立東　芝三　菱

校　舎

幹 線 設 備

〃動 力 設 備

〃弱 電 設 備

自 動 火 災 報 知 〃

○工事日誌

呼出ボタン（多目的トイレ用）

復旧ボタン（　　　〃　　　）

廊下表示灯（　　　〃　　　）

〃

〃

〃

〃

１,５００

９００、３００

１,８００

２,０００

機器収納箱（消火栓組込型）

本工事は、建設副産物実態調査の対象工事であり、請負者は国土交通省のホームページから「建設リサイクル報告様式（計画書・実施書）（EXCEL 様式）」

の最新バージョンをダウンロードし、作成出力した再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を出力し、1部（紙）を施工計画書に添付し監督員に提

出するものとする。（以前より使用していたクレダスを使用した様式での提出はH30センサスに対応していないため不可）

再生資源利用計画（実施）書及び再生資源利用促進計画（実施）書の提出

付し、また、電子データを電子媒体（CD、DVD、FD等）により監督員に提出するものとする。

工事完了後は速やかに、当初入力した工事データを実績値に修正した再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を出力し、1部（紙）を完成書類に添

なお、入力した電子データは自社で１年間保管するものとする。

※入力時の最新版を国土交通省のホームページからダウンロードして入手すること。

 URL　http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/recycle/d03project/d0306/page_03060101credas1top.htm

　　本工事において、契約後速やかにコリンズ登録を行うこと。

　　尚、再資源利用計画・実施書の提出を行うこと。

　　（建築・機械・電気）と調整を図り、施工を行うこと。

設　計

・「甲府市暴力団排除条例の施行に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として

・その他細部については、監督員の指示による。

・電力会社等への申請・手続き・書類作成については、請負者が行うこと。

・照度測定を行い、報告書として提出すること。

・コリンズ登録、再資源計画書、実施書の提出

・工事着手に際しては、別途工事（建築・機械）、その他工事

備　　考階　　　　数住　　　　所建　物　名　称

縮　尺

設計年月日

S=NONE

図 面 名 称　

工 事 名 称　

特記仕様書

　　　尚、機械設備工事の工事仕様書及び建築工事の工事仕様書は、各々電気設備工事に準ずる。

※工事施行について

入居者の生活に支障をきたすことのないように作業を行うこと。

共用部分の照明取替についても、事前に周知をしてから作業を行うこと。

各団地の住戸内の照明取替を行う際は事前に周知をして、入居者と作業日の調整等を行い、

５　階　建　て

大里住宅外LED化改修工事

甲府市大里町3340番地2外

甲府市大里町3340番地2

大里住宅外LED化改修工事
E-01まちづくり部　まちづくり総室　住宅課

大里住宅

甲府市東下条町142番地 ４　階　建　て東下条住宅

大里住宅集会所 甲府市大里町3340番地2 １　階　建　て

城南団地集会所 甲府市大里町3252番地 １　階　建　て

R8.7



設計年月日

設　計

図 面 名 称

工 事 名 称
縮　尺

S=NONE
E-02

案内図
まちづくり部　まちづくり総室　住宅課

①大里住宅

②東下条住宅

③城南団地

大里住宅外LED化改修工事

R8.7



設計年月日

設　計

図 面 名 称

工 事 名 称
まちづくり部　まちづくり総室　住宅課

縮　尺
S=NONE

配置図
E-03

駐輪場

駐輪場

1号館　40戸

2号館　40戸

駐輪場

駐
輪

場

駐輪場

1号館　40戸

2号館　40戸

駐輪場
集会所

大里住宅配置図　S=NONE

集会所

駐
輪
場

駐輪場

駐
輪
場

2号
館　30戸

1号
館　30戸

東下条住宅配置図　S=NONE

R8.7

大里住宅外LED化改修工事

城南団地配置図　S=NONE



本体：亜鉛鋼板（ｸﾛﾑﾌﾘｰ・高反射白色粉体塗装）

設　計
工 事 名 称

図 面 名 称

S=NONE
縮　尺

設計年月日

電圧：100～242V対応

本体：鋼板（白色粉体塗装）

電源装置はﾗｲﾄﾊﾞｰ側に内蔵

ﾗｲﾄﾊﾞｰ（ｶﾊﾞｰ）：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

A

電圧：100～242V対応

ﾗｲﾄﾊﾞｰ（ｶﾊﾞｰ）：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

電源装置はﾗｲﾄﾊﾞｰ側に内蔵

本体：鋼板(白色粉体塗装)

D
FL20形・Hf16形器具相当 5000K

電圧：100～242V対応

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ﾗｲﾄﾊﾞｰ（ｶﾊﾞｰ）：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

電圧：100～242V対応

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ﾗｲﾄﾊﾞｰ（ｶﾊﾞｰ）：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

W150：FL20×2相当　LSS9-2-15（公共型番）

LED　直付型

W230：FL40×2相当　LSS10-4-37（公共型番）

FL40形器具相当 5000K

W150：FL40×2相当　LSS9-4-37（公共型番）

W230：FL40×1相当　XFX410DENLE9（参考型番）

LED　直付型

FL20形器具相当 5000K

W150：FL40×1相当　XFX410AENLE9（参考型番）OB255232（参考型番）

B C

まちづくり部　まちづくり総室　住宅課
照明器具姿図

W230：FL20×2相当　LSS10-2-15（公共型番）

電圧：100～242V対応

電源装置はﾗｲﾄﾊﾞｰ側に内蔵

本体：鋼板(白色粉体塗装)

Hf32形器具相当　5000K
E

XLW432NENZLE9（参考型番）

防雨型・防湿型ﾗｲﾄﾊﾞｰ：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

防湿型、防雨型ﾗｲﾄﾊﾞｰ：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）＋ｱｸﾘﾙｺｰﾃｨﾝｸﾞ

電源装置はﾗｲﾄﾊﾞｰ側に内蔵

LED　直付型

F

電圧：100～242V対応

本体：ｽﾃﾝﾚｽ、ｶﾊﾞｰ：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

LED　ｳｫｰﾙﾗｲﾄ　
H

LED　ﾌﾞﾗｹｯﾄ

20形直管蛍光灯1灯器具相当　5000K

電圧100V

天井直付型・壁直付型

ｶﾊﾞｰ：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ（乳白）

W=580 H=65 出しろ64

LGB85032 LE1（参考型番）

電圧：100V

ｶﾊﾞｰ：ｱｸﾘﾙ（乳白）

I
LED　直付型　ﾌﾞﾗｹｯﾄ

天井直付・壁直付型

電源装置はﾗｲﾄﾊﾞｰ側に内蔵

吊下金具　XFP500WW、XFP500FW

LGW51653 LE1（参考型番） XFX230VEN LE9（参考型番）

電圧：100～242V対応

本体：亜鉛鋼板

ﾗｲﾄﾊﾞｰ（ｶﾊﾞｰ）：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

電圧：100～242V対応

電源装置はﾗｲﾄﾊﾞｰ側に内蔵

本体：亜鉛鋼板

反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ﾗｲﾄﾊﾞｰ（ｶﾊﾞｰ）：ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ（乳白）

拡散ﾀｲﾌﾟ、両面化粧ﾀｲﾌﾟ

E-04

LRS20-4-48（公共型番）

天井直付型・壁直付型

LED防犯灯（EE内蔵）

FHP32形相当　5500K

LBF2RP-10（公共型番）

電圧：100～242V対応

本体：ＡＳＡ樹脂、前面パネル：アクリル

周波数：50/60Hz、耐雷サージ：15kV（コモンモード）

LED　直付型

60形電球1灯器具相当　5000K
G

LED　ﾌﾞﾗｹｯﾄ

電圧100～242V

本体：プラスチック・黒色

消費電力：6W

グローブ：アクリル・乳白色

A1

A2

C1

C2

C3

C4

LED　直付型　

FL10W相当　5000K

XLW212NENZLE9（参考型番）

M

LDTS24N-GA（参考型番）

FL10形相当　OG254461R（参考型番）

FL20W相当

FL20W形相当　5000K 防湿型・防雨型 5000K

屋外・屋内用　2700K

LEDライトバルブ

防雨型ブラケット

グローブ：ポリカーボネート

本体：アルミダイカスト

電源ユニット別置型

E26口金型

H1

H2 FL20形相当　LBF3MP/RP-2-06（公共型番）

LED　直付型

大里住宅外LED化改修工事

J K L

N

電源装置はﾗｲﾄﾊﾞｰ側に内蔵

O
LED　直付型　誘導灯

C級　避難口　片面型　一般型(20分)

SH1-FBF(FSF)20-C（公共型番）

電圧：100V

本体：樹脂（ｸｰﾙﾎﾜｲﾄ）

蓄電池：ﾆｯｹﾙ水素蓄電池

AU45043L（参考型番）

Hf32形器具相当 5000K

OB255367R（参考型番）

LED　埋込型　下面開放型

Hf16形器具相当　5000K

LED　埋込型　下面開放型
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1号館　40戸

2号館　40戸

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

管理人事務室

駐輪場

まちづくり部　まちづくり総室　住宅課

設　計 縮　尺（A2）

設計年月日

工 事 名 称

図 面 名 称

1/200

大里住宅　外構及び共用部LED化改修図

大里住宅外LED化改修工事

外構及び共用部改修内容

・既設照明を撤去し、同じ位置に新設照明を取付けること。

・既設ケーブルは再使用とし、必要に応じてEM-EEFケーブル

　を使用し、既設ボックスより電源取出しとする。

大里住宅外構及び共用部　S=1/200

使用照明器具一覧

集会所

A1×1

A2×2

B×1

C4×6

F×1

使用照明器具一覧

ポンプ室

G×1

駐輪場

使用照明器具一覧

G×3

使用照明器具一覧

N×5

集会所

既設安定器×1撤去

既設安定器×1撤去

既設安定器×1撤去

E-05

　みられるものについては、請負者の責において良心的に行うこと。

H2×1

O×2

使用照明器具一覧

管理人事務室

D×1

C4×1

外構

C2×1

・図に特別指示がなくても技術上、構造上当然必要と

・照明器具Nの取替作業の際は、必要に応じて高所作業車を

駐
輪

場

　使用して行うこと。

※事前に住宅課にて各団地の自治会長や管理人に工事内容等を周知予定。
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設計年月日

設　計

図 面 名 称

縮　尺（A2）

まちづくり部　まちづくり総室　住宅課
工 事 名 称1/50,NONE

E-06
大里住宅外LED化改修工事

大里住宅1、2号館内LED化改修図

階段

便所

押入和室

和室

バルコニー

浴室

台所

階段

玄関

押入

押入

浴室

便所

和室

和室

和室

バルコニー

1、2号館住戸内(2DK)LED化改修図　S=1/50

玄関

台所

物入

洗面所

5F

4F

3F

2F

1F

101号室

501号室(空) 502号室

402号室(空)

202号室

102号室 103号室

403号室

503号室(空) 505号室(空) 506号室(空) 507号室(空)

406号室(空)404号室(空)

305号室 307号室

208号室

104号室 105号室 107号室 108号室

201号室

301号室

401号室(空)

302号室(空)

504号室(空) 508号室(空)

408号室(空)407号室(空)405号室(空)

303号室

203号室

304号室(空)

204号室(空) 205号室(空) 206号室 207号室

106号室(空)

308号室(空)306号室

2DK 2DK 2DK 2DK 2DK 2DK 2DK 2DK

※×：LED化改修対象外住戸　(空)：空室

5F

4F

3F

2F

1F

401号室

501号室(空)

402号室(空)

302号室

202号室

503号室(空) 504号室 505号室(空) 506号室(空)

404号室(空) 405号室 508号室(空)

306号室(空) 308号室

204号室 205号室 206号室 207号室(空) 208号室

105号室 106号室 107号室

201号室

101号室(空) 102号室(空)

502号室(空)

403号室(空)

103号室(空)

303号室(空)

203号室(空)

304号室(空)

104号室(空)

305号室(空)

406号室

507号室

407号室(空)

307号室(空)

508号室(空)

108号室(空)

301号室

2DK 2DK 2DK 2DK 3DK3DK3DK3DK

※×：LED化改修対象外住戸　(空)：空室

B×34
台所

玄関

洗面所

使用照明器具一覧

A2×34

D×34

D×34

1号館(住戸内)

B×33
台所

玄関

洗面所

使用照明器具一覧

A2×33

D×33

D×14

2号館(住戸内)
1、2号館改修内容

・既設ケーブルは再使用とし、必要に応じてEM-EEFケーブルを使用し、既設ボックスより電源取出しとする。

・既設照明を撤去し、同じ位置に新設照明を取付けること。

・図に特別指示がなくても技術上、構造上当然必要とみられるものについては、請負者の責にて行うこと。

・住戸内の照明取替作業については、事前に入居者と日程調整を行い、

　必ず入居者立会いのもと行うこと。(空室は除く)

・入居者との日程調整が行えず作業が困難な場合は、監督員に報告して指示を受けること。

※事前に住宅課にて各団地の自治会長や管理人に工事内容等を周知予定。

※撤去した既設照明器具の一時的な保管場所として、空室を利用することは可能とする。

階段 A1×20

使用照明器具一覧

2号館(共用部)

階段 A1×20

使用照明器具一覧

1号館(共用部)

2号館住戸内(3DK)LED化改修図　S=1/50

R8.7

1号館簡略図　S=NONE

2号館簡略図　S=NONE



2号館　40戸

駐輪場

駐輪場

1号館　40戸

ポンプ室

外構及び共用部改修内容

・既設照明を撤去し、同じ位置に新設照明を取付けること。

・既設ケーブルは再使用とし、必要に応じてEM-EEFケーブル

　を使用し、既設ボックスより電源取出しとする。

工 事 名 称

図 面 名 称 東下条住宅　外構及び共用部LED化改修図

縮　尺（A2）

設計年月日

大里住宅外LED化改修工事
設　計

まちづくり部　まちづくり総室　住宅課

東下条住宅外構及び共用部　S=1/200

1/200

既設照明FL20W×1灯相当×2台撤去

既設外灯×1台撤去

・図に特別指示がなくても技術上、構造上当然必要と

　みられるものについては、請負者の責において行うこと。

使用照明器具一覧

ポンプ室

G×1

使用照明器具一覧

外構

L×2

E-07

※事前に住宅課にて各団地の自治会長や管理人に工事内容等を周知予定。
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設計年月日

設　計

図 面 名 称

縮　尺（A2）

まちづくり部　まちづくり総室　住宅課
工 事 名 称1/50,NONE 大里住宅外LED化改修工事

東下条住宅1、2号館内LED化改修図

301号室(空)

401号室 402号室(空)

302号室

202号室 203号室(空)

303号室(空)

404号室(空) 405号室

105号室

406号室(空)

306号室(空)

206号室

307号室

207号室(空)

4F

3F

2F

1F

407号室(空)

208号室

409号室

309号室

209号室 210号室

和室

和室 押入

玄関

台所

便所

浴室

バルコニー

201号室(空)

301号室(空)

401号室 402号室(空)

203号室(空)

303号室(空)

404号室(空) 405号室 406号室(空)

207号室(空)

4F

3F

2F

1F

407号室(空)

208号室 210号室

1、2号館住戸内LED化改修図　S=1/50

使用照明器具一覧

使用照明器具一覧

※×：LED化改修対象外住戸　(空)：空室

※×：LED化改修対象外住戸　(空)：空室

101号室(空)

302号室(空)

202号室(空)

102号室(空)

403号室(空)

103号室(空)

304号室(空)

204号室(空)

104号室(空)

305号室(空)

205号室(空)

105号室(空)

306号室

206号室(空)

106号室(空) 107号室(空)

307号室(空)

408号室(空)

308号室(空)

108号室(空)

409号室(空)

309号室(空)

209号室(空)

109号室(空)

410号室

310号室(空)

110号室(空)

201号室

101号室(空) 102号室(空) 103号室(空)

403号室(空)

304号室(空)

204号室(空)

104号室(空)

205号室(空)

305号室(空)

106号室(空) 107号室(空) 108号室(空)

308号室(空)

408号室(空)

109号室(空) 110号室(空)

310号室(空)

410号室

E-08

1号館(共用部)

廊下 A1×16

2号館(共用部)

廊下 A1×16

1、2号館改修内容

・既設ケーブルは再使用とし、必要に応じてEM-EEFケーブルを使用し、既設ボックスより電源取出しとする。

・既設照明を撤去し、同じ位置に新設照明を取付けること。

・図に特別指示がなくても技術上、構造上当然必要とみられるものについては、請負者の責にて行うこと。

・住戸内の照明取替作業については、事前に入居者と日程調整を行い、必ず入居者立会いのもと行うこと。

・入居者との日程調整が行えず作業が困難な場合は、監督員に報告して指示を受けること。

※事前に住宅課にて各団地の自治会長や管理人に工事内容等を周知予定。

※撤去した既設照明器具の一時的な保管場所として、空室を利用することは可能とする。

※東下条住宅は政策空き家住宅のため、住戸内は入居済みの部屋のみLED化対象とする。

使用照明器具一覧

台所

使用照明器具一覧

台所 A2×6

1号館(住戸内)

2号館(住戸内)

A2×14

R8.7

1号館簡略図　S=NONE

2号館簡略図　S=NONE



A2×1

B×1

I×3

C4×8

使用照明器具一覧

工 事 名 称
縮　尺（A2）

設計年月日
図 面 名 称

1/200
まちづくり部　まちづくり総室　住宅課

設　計

E-09

集会所

大里住宅外LED化改修工事

城南団地　集会所LED化改修図

2号館

1号館

城南団地 集会所LED化改修図　S=1/200

・既設照明を撤去し、同じ位置に新設照明を取付けること。

・既設ケーブルは再使用とし、必要に応じてEM-EEFケーブル

　を使用し、既設ボックスより電源取出しとする。

・図に特別指示がなくても技術上、構造上当然必要と

　みられるものについては、請負者の責において行うこと。

集会所改修内容

※事前に住宅課にて各団地の自治会長や管理人に工事内容等を周知予定。

集会所

R8.7


